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っ
こ
王
子

たっこにんにく
イメージキャラクター

「夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会」に多くの方
が参加しました。

田子の元気を全国に
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８
月
17
日
、
田
子

中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ

オ
体
操
・
み
ん
な
の

体
操
会
」
が
開
催
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
７

０
０
名
以
上
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
株
式
会

社
か
ん
ぽ
生
命
保
険
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
全
国
ラ
ジ
オ
体
操

連
盟
の
主
催
に
よ
る

も
の
で
、
夏
休
み
期

間
中
に
全
国
各
地
を

巡
回
し
て
体
操
会
を

実
施
し
、
そ
の
様
子

を
ラ
ジ
オ
で
全
国
に

生
中
継
し
て
い
ま
す
。

田
子
町
で
は
昭
和
45

年
以
来
、
43
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
り
ま
す
。

　

朝
６
時
か
ら
始
ま

っ
た
体
操
会
に
は
、

特
別
運
行
バ
ス
な
ど

を
利
用
し
て
早
い
時

間
か
ら
多
く
の
方
が

は
じ
め
に
「
ラ
ジ
オ
体
操
を
正

し
く
行
え
ば
、
体
が
本
来
持
っ

て
い
る
柔
軟
性
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
ま
す
。
健
康
寿
命
を

伸
ば
し
、
長
生
き
し
て
く
だ
さ

い
」
と
呼
び
か
け
、
筋
肉
の
伸

ば
し
方
や
体
に
与
え
る
効
果
な

会
場
に
集
ま
り
、
開
会
式
で
は
、

山
本
晴
美
町
長
が
「
ラ
ジ
オ
体

操
を
し
っ
か
り
理
解
し
て
親
し

ん
で
い
た
だ
き
、
毎
日
の
体
操

に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。
今
日

は
楽
し
み
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い

さ
つ
。
続
い
て
本
番
に
向
け
て

リ
ハ
ー
サ
ル
が
あ
り
、
準
備
運

動
で
体
を
ほ
ぐ
し
、
あ
い
さ
つ

や
拍
手
な
ど
の
練
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

生
中
継
で
は
、
体
操
指
導
の

多
胡
肇
さ
ん
が
司
会
を
つ
と
め
、

田
子
町
の
紹
介
を
し
た
後
に
ラ

ジ
オ
体
操
第
１
や
第
２
、
み
ん

な
の
体
操
を
参
加
者
全
員
で
行

い
、
元
気
に
体
操
に
取
り
組
む

様
子
を
全
国
に
伝
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
多
胡
さ
ん
に
よ
る

ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
が
あ
り
、

ど
を
詳
し
く
説
明
し
、
ラ
ジ
オ

体
操
の
正
し
い
動
作
を
指
導
し

ま
し
た
。

　

生
放
送
か
ら
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ

ス
ン
ま
で
の
約
１
時
間
、
参
加

者
ら
は
さ
わ
や
か
に
汗
を
流
し
、

健
康
的
な
朝
を
過
ご
し
ま
し
た
。

７
０
０
名
以
上
が
参
加
！

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
体
操
会

今月の話題　

平成25年度ラジオ体操
優良団体等表彰式

　日頃からラジオ体操に熱心に取り組ん
でいる団体や個人を表彰するもので、「全
国表彰」「地方表彰」「県表彰」の３種類
があります。町からは株式会社たから
（宝田喜美男代表取締役）が「県表彰」を
受賞し、青森県ラジオ体操連盟の雨森輝
昌会長から表彰状が手渡されました。

表
彰
状
を
受
け
と
る
宝
田
さ
ん
（
右
）
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山
市
選
手
が

相
撲
軽
量
級
で
日
本
一
に

　

８
月
４
日
、
東
京
都
の
両
国

国
技
館
で
第
24
回
全
国
都
道
府

県
中
学
校
相
撲
選
手
権
大
会
が

行
わ
れ
、
山
市
大
悟
選
手
（
田

子
中
３
年
）
が
青
森
県
代
表
と

し
て
個
人
戦
軽
量
級
（
75
キ
ロ

未
満
）
に
出
場
し
、
全
国
の
強

豪
を
押
し
の
け
見
事
優
勝
を
果

た
し
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
役
場
を
訪
れ
、
山

本
晴
美
町
長
と
宇
藤
裕
夫
教
育

長
に
優
勝
報
告
を
し
ま
し
た
。

山
市
選
手
は
大
会
を
振
り
返
り
、

「
緊
張
し
ま
し
た
が
、
応
援
の
人

た
ち
に
声
を
か
け
て
も
ら
い
安

心
し
ま
し
た
。
優
勝
し
た
瞬
間

は
ビ
ッ
ク
リ
し
て
キ
ョ
ロ
キ
ョ

ロ
し
て
い
ま
し
た
」
と
報
告
。

山
本
町
長
は
そ
れ
を
受
け
、「
先

生
方
の
指
導
と
大
悟
君
の
日
頃

の
取
り
組
み
が
こ
の
結
果
を
引

き
寄
せ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

努
力
を
す
れ
ば
結
果
を
出
せ
る

と
後
輩
た
ち
に
伝
え
て
く
れ
ま

し
た
」
と
、
活
躍
を
賞
賛
し
ま

し
た
。

　

山
市
選
手
は
小
学
校
１
年
生

か
ら
相
撲
を
始
め
、
中
学
校
で

は
毎
日
２
時
間
の
部
活
動
と
町

相
撲
協
会
員
と
の
稽
古
で
力
を

つ
け
ま
し
た
。
同
大
会
に
向
け

て
、
有
利
な
体
勢
に
持
ち
込
め

る
よ
う
自
分
か
ら
ぶ
つ
か
っ
て

い
く
こ
と
を
重
点
的
に
練
習
し

た
そ
う
で
す
。

　

今
後
の
目
標
に
つ
い
て
「
高

校
で
も
相
撲
を
続
け
、
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
や
体
重
別
で
活
躍
し
た

い
。
今
の
体
重
で
は
高
校
で
通

用
し
な
い
の
で
、
体
重
を
増
や

し
て
押
す
力
な
ど
筋
力
ア
ッ
プ

を
し
た
い
で
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。

町
の
乳
用
牛
が
２
部
門
で

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
獲
得

　

８
月
５
日
、
新
郷
村
間
木
ノ

平
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
特
設
会
場

中
か
ら
リ
ザ
ー
ブ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
に
輝
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
受
賞
は
次
の
と
お

り
で
す
。

●
第
１
類
（
生
後
12
ヶ
月
未
満
）

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
「
ケ
ー
テ
イ

ク
イ
ー
ン
ズ　

ア
ド
ベ
ン
ト　

オ
ア
」
戸
田
幸
一
（
41
・
衣
更
）

●
第
３
類
（
16
ヶ
月
以
上
24
ヶ

月
未
満
）

▽
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
「
ダ
ア
ー
ム

ジ
ェ
ー
ワ
イ　

ジ
エ
ス
ロ　

メ

リ
ー
ラ
イ
ナ
ー
」
足
沢
良
昭

（
36
・
衣
更
）

●
第
４
類
（
２
歳
以
上
）

▽
優
等
賞
「
ケ
ー
テ
イ
ク
イ
ー

ン
ズ　

ペ
ン
コ
ー
ル　

マ
ツ

ク
」
戸
田
幸
一

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
と

包
括
連
携
協
定
を
締
結

　

８
月
19
日
、
二
戸
市
パ
ー
ク

ホ
テ
ル
で
ホ
ッ
プ
産
地
包
括
連

携
協
定
調
印
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
グ
ル
ー

プ
と
ホ
ッ
プ
産
地
で
あ
る
岩
手

県
の
二
戸
市
・
軽
米
町
・
岩
手

町
、
青
森
県
の
三
戸
町
・
田
子

町
の
５
市
町
が
、
幅
広
く
連
携
・

協
力
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

に
お
い
て
、
第
２
回
Ｊ
Ａ
八
戸

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
シ
ョ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
ホ
ル

ス
タ
イ
ン
種
改
良
の
普
及
奨
励

と
乳
用
牛
の
飼
養
管
理
技
術
の

向
上
、
会
員
相
互
の
親
睦
を
図

り
、
管
内
酪
農
家
の
改
良
増
殖

並
び
に
経
営
安
定
に
資
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
八
戸
農
業

協
同
組
合
と
畜
産
総
合
部
会
酪

農
専
門
部
の
主
催
に
よ
り
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

八
戸
管
内
か
ら
約
20
頭
が
出

品
さ
れ
、
田
子
町
か
ら
は
４
部

門
中
２
部
門
が
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

と
な
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
戸

田
幸
一
さ
ん
の
「
ケ
ー
テ
イ
ク

イ
ー
ン
ズ　

ア
ド
ベ
ン
ト　

オ

ア
」
は
第
１
類
で
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
と
な
り
、
さ
ら
に
全
部
門
の

を
目
的
と
し
て
個
別
に
締
結
し

た
も
の
で
す
。

　

調
印
式
で
は
、
サ
ッ
ポ
ロ
ビ

ー
ル
株
式
会
社
の
尾
賀
真
城
社

長
と
、
ホ
ッ
プ
産
地
の
５
市
町

長
が
出
席
し
て
協
定
書
に
サ
イ

ン
し
、
協
定
を
活
用
し
た
今
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
計
画
を

述
べ
ま
し
た
。

川
三
番
地
さ
ん
が

ふ
る
さ
と
大
使
に
就
任

　

８
月
26
日
、
遠
瀬
出
身
の
漫

画
家
で
あ
る
川
三
番
地
さ
ん

（
本
名
・
田
中
敬
三
）
に
、
田

子
町
ふ
る
さ
と
大
使
の
委
嘱
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は

平
成
25
年
８
月
26
日
か
ら
平
成

27
年
８
月
25
日
ま
で
の
２
年
間

　トピックス

リザーブチャンピオンに輝いた戸田幸一さんの
「ケーテイクイーンズ　アドベント　オア」

軽量級日本一となった山市選手（中央）

協定を結んだサッポログループと５市町長
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トピックス　

●
川
三
番
地
さ
ん
略
歴

▼
主
な
受
賞
歴

１
９
８
０
年
講
談
社
新
人
漫
画

賞
（
特
別
入
選
）

１
９
９
２
年
第
16
回
講
談
社
漫

画
賞
（
少
年
誌
部
門
）

▼
主
な
作
品

「
４
Ｐ
田
中
く
ん
」「
風
光
る
」

他
多
数

▼
現
在
連
載
中
の
作
品

「D
re

a
m

s

」（
マ
ガ
ジ
ン

S
P
E
C
IA

L

／
講
談
社
）

「
天
の
プ
ラ
タ
ナ
ス
」（
月
刊
少

年
マ
ガ
ジ
ン
／
講
談
社
）

故
中
村
清
一
さ
ん
に

正
六
位
旭
日
双
光
章

　

８
月
29
日
、
元
田
子
町
議
会

議
員
の
故
中
村
清
一
さ
ん
に
、

山
本
町
長
か
ら
正
六
位
旭
日
双

贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
中
村
清
一
さ
ん
】

　

大
正
15
年
生
ま
れ

　

田
子
町
議
会
議
員
在
任
９
期

35
年
（
昭
和
39
年
初
当
選
）

　

産
業
、
議
会
、
教
育
民
生
各

常
任
委
員
会
副
委
員
長
、
消
防

委
員
、
農
業
委
員
等
歴
任

　

元
田
子
町
農
業
協
同
組
合
監

事田
高
生
が
全
国
高
総
文
と

国
体
予
選
出
場
報
告

　

９
月
３
日
、
田
子
高
校
郷
土

芸
能
部
（
原
史
佳
部
長
・
３
年
）

と
、
同
校
弓
道
部
の
山
本
詢
子

選
手
（
３
年
）
が
、
大
会
の
結

果
報
告
に
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

郷
土
芸
能
部
は
、
７
月
31
日

か
ら
８
月
２
日
に
か
け
て
長
崎

県
で
行
わ
れ
た
第
37
回
全
国
高

等
学
校
総
合
文
化
祭
に
出
場
し
、

部
員
50
名
が
息
の
合
っ
た
「
田

子
の
杜
（
も
り
）
の
芸
能
」
を

披
露
し
ま
し
た
。
原
部
長
は

「
賞
が
取
れ
な
か
っ
た
こ
と
に

悔
い
は
あ
り
ま
す
が
、
最
高
の

演
技
が
で
き
た
こ
と
は
と
て
も

良
い
思
い
出
で
す
」
と
報
告
し
、

後
輩
た
ち
に
向
け
て
「
部
員
を

増
や
し
、
伝
統
芸
能
を
伝
え
て

光
章
が
伝
達
さ
れ
、
長
男
の
廣

元
さ
ん
が
受
領
し
ま
し
た
。
山

本
町
長
は
「
町
議
会
議
員
と
し

て
、
長
き
に
わ
た
り
町
の
発
展

に
尽
く
さ
れ
た
中
村
さ
ん
に
感

謝
し
て
お
り
ま
す
」
と
述
べ
、

故
人
の
功
績
を
讃
え
、
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
ま
し
た
。

　

中
村
さ
ん
は
、
昭
和
39
年
に

初
当
選
し
て
か
ら
９
期
35
年
に

わ
た
り
田
子
町
議
会
議
員
を
務

め
、
そ
の
間
、
産
業
常
任
委
員

会
副
委
員
長
や
教
育
民
生
常
任

委
員
会
副
委
員
長
な
ど
を
歴
任

し
ま
し
た
。
ま
た
、
田
子
町
農

業
協
同
組
合
監
事
と
し
て
農
業

振
興
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な

ど
、
町
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
功
績
が
認
め

ら
れ
、
正
六
位
旭
日
双
光
章
が

い
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
思
い

を
託
し
ま
し
た
。

　

山
本
選
手
は
、
弓
道
競
技
で

青
森
県
代
表
選
手
の
１
人
と
し

て
、
８
月
23
日
か
ら
25
日
に
山

形
県
で
行
わ
れ
た
第
40
回
東
北

総
合
体
育
大
会
兼
第
68
回
国
体

東
北
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
に
出
場

し
ま
し
た
。
少
年
女
子
の
部
優

勝
に
貢
献
し
、
９
月
下
旬
か
ら

東
京
都
で
開
催
さ
れ
る
第
68
回

国
民
体
育
大
会
出
場
の
切
符
を

手
に
し
ま
し
た
。
報
告
に
際
し
、

「
県
代
表
メ
ン
バ
ー
に
選
ば
れ

な
か
っ
た
人
の
た
め
に
も
が
ん

ば
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。
国
体

で
は
ベ
ス
ト
８
に
入
れ
ば
良
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
全
国

１
位
を
狙
い
た
い
で
す
」
と
意

気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

で
す
。

　

ふ
る
さ
と
大
使
は
、
町
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
や
産
業
・
観
光

の
振
興
を
図
る
た
め
に
、
田
子

町
の
魅
力
を
全
国
に
紹
介
す
る

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま

で
に
川
三
番
地
さ
ん
を
含
め
４

名
が
就
任
し
て
い
ま
す
。

　

川
三
番
地
さ
ん
は
、
１
９
８

０
年
に
講
談
社
新
人
漫
画
賞
で

特
別
入
選
し
て
以
降
、
講
談
社

や
秋
田
書
店
の
少
年
誌
を
中
心

に
執
筆
活
動
を
行
い
、
１
９
９

２
年
に
は
代
表
作
の
１
つ
で
あ

る
「
風
光
る
」
が
第
16
回
講
談

社
漫
画
賞
少
年
誌
部
門
を
受
賞

し
ま
し
た
。
現
在
は
、
有
限
会

社
Ｓ
・
Ｋ
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の

代
表
を
務
め
、
２
作
品
の
漫
画

を
連
載
し
て
い
ま
す
。

委嘱状を受け取る川三番地さん（左）

事務所の様子とアシスタントのみなさん

受領した廣元さん（右）

報告をする原部長（右）と山本選手
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　お知らせ

■  専業主婦（夫）の年金が改正されました
　平成25年７月１日から専業主婦の年金が改正されま
した。会社員の夫が退職した際などに、年金切り替え
の手続きの遅れや漏れにより保険料が未納となってい
る主婦が手続きすることで、年金の受け取りや年金額
を増やすことができる場合があります。
　原則として20歳から60歳までのすべての人が「年
金」に加入することになっていますが、サラリーマン
の夫（第２号被保険者）に扶養されている妻（専業主
婦：第３号被保険者）は保険料を納める必要はありま
せん。
　ただし、夫が退職した場合や妻自身の年収が増えた
ときなどは、手続き（第３号被保険者から第１号被保
険者への変更手続き）をして、保険料を納めなくては
なりません。
　この手続きが２年以上遅れたことがある方は、２年
前の保険料を納付することができないため、保険料の

「未納期間」が発生します。
　このたび専業主婦の年金が改正され、このような方
は手続きすることにより、「未納期間」を「受給資格
期間」に導入することができるようになりました。
　妻がサラリーマン、夫が専業主夫の場合も同様です。
手続きをすることにより、無年金や年金の減額を防ぐ
ことができます。また、老齢年金だけでなく、万一の
時の障害年金などの受給権の確保にもつながります。

●保険料納付で年金額アップ！
　手続きをすることにより、本来はさかのぼって払う
ことができなかった期間の保険料を納付することがで
きます（最大10年分）。保険料を納めることにより、
年金額が増えます。
　平成27年４月から保険料の納付ができるようになり
ます。手続きをされた方に、平成27年４月に向けて保
険料納付のご案内を郵送する予定です。

問国民年金保険料専用ダイヤル
　☎０５７０－０１１－０５０
　八戸年金事務所 ☎０１７８－４３－４３６８

■  表示登記無料相談会開催
▼日時　11月２日（土）午前10時～午後３時30分
▼会場　青森地方法務局八戸支局
　土地家屋調査士と法務局職員が不動産における表示
に関する登記、筆界特定手続等に関して相談会を開催
します。建物を新築する・建物を増改築する・土地を
分けたい・境界のトラブル等のご相談承ります。
　なお、当日は電話による無料相談も行います。

問青森県土地家屋調査士会☎０１７－７２２－３１７８

■  平成26年度農業用免税軽油の申請受付に
　ついて
　農業、畜産業または養蚕業を営む方が作業用トラク
ター等に軽油を使用する場合には、軽油引取税の免税
対象となります。
　町では、平成26年度用農業用免税軽油の申請受付を
次のとおり行います。
１．申請受付日時
　11月13日（水）、14日（木）
　午前９時〜正午、午後１時〜午後４時
２．申請受付場所
　田子町役場　第２会議室（１階）
３．申請受付に必要な物
　①耕作証明書（※ 農業委員会発行）
　②耕作（農作業受委託）証明書
　③免税軽油使用者証（※ 更新する場合）
　④機械販売証明書（納品書可）等
　　（※ 新規に申請する場合、更新する方で機械に変
　　更のある場合）
　⑤切手390円分　⑥印鑑　⑦県収入証紙400円分

※申請の前に農業委員会で耕作証明書の発行を済ませ
てから会場にお越しください。

※期間内に申請ができない場合は、三八地域県民局県
税部（八戸合同庁舎１階）で直接手続きを行ってく
ださい。

※国税または地方税等の滞納等がある場合は、使用者
証が交付されない可能性があります。

※ 使用者証の交付は４月以降となります。

問役場産業振興課農業振興グループ ☎２０−７１１５
※耕作（農作業受委託）証明書に関する問い合わせは、
田子町農業委員会 ☎２０−７１２０

■  無料相談会開催
　「コミュニケーションが苦手」「働きたいけど自信が
ない」「自分に合う仕事が分からない」「面接のアドバイ
スが欲しい」など、悩みや不安を相談してみませんか。
▼日時　10月17日（木）午前10時～午後５時
▼会場　三戸町ふくじゅそう３Ｆ　
▼対象　若年未就業者（概ね15 ～39歳くらいまでの方）
※ 保護者からのご相談も受け付けます。

　ご不明な点やご予約、当日ご都合の悪い方等、お気
軽に下記サポートステーションへ電話ください。
事前にご予約いただければ、待たずにご相談できます。
また、当所では随時相談を受け付けております。

問はちのへ若者サポートステーション
　☎０１７８−５１−８５８２　青森県八戸市十三日町４－
　１－１F　受付時間：午前10時～午後６時　
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お知らせ　

■  母子（寡婦）家庭への修学資金・就学支度
　資金貸付相談
　26年４月に高校・大学等に進学する子どものいる母
子（寡婦）家庭への修学資金・就学支度資金貸付の受
け付けをしています。
　申請前に貸付条件などの説明を行います。（１時間
程度。要予約）
▼受付期間
　11月１日（金）～平成26年１月31日（金）

問三八地域県民局地域健康福祉部福祉総室福祉調整課
　☎０１７８－２７－５１１１　内線３４８
　FAX０１７８－２７－４５０９

■  「子ども・若者総合案内」のお知らせ
　相談に向けた一歩を応援します！
　子ども・若者の抱える問題について、一人で悩んで
いませんか？
　ニート、ひきこもり、不登校、発達障害など、様々
な困難を抱えた子ども・若者やそのご家族に、お悩み
に応じた相談窓口や専門機関をご案内しています。
　どこに相談したらよいかわからない方や、相談に向
けて一歩を踏み出したい方は、お気軽にお電話くださ
い。

問青少年・男女共同参画課「子ども・若者総合案内」
　☎０１７−７７７−６１２３

■  平成26年度公益財団法人青森学術文化振
　興財団助成事業公募
　地域における教育・研究活動等の振興を図り、県内
の学術・文化の発展に寄与することを目的とし、平成
26年度の助成事業を公募いたします。

１．助成対象事業
　次の要件を全て満たす事業
①営利を目的としない事業
②不特定かつ多数の方の利益の増進に寄与する事業
③平成26年４月１日から平成27年３月31日までに実

施し、かつ、終了できる事業
④国、地方公共団体またはこれらに準ずる団体から、

他の制度による助成等を受けていない事業

２．助成対象者
　次の要件を全て満たす方
①事務所を県内に有する法人・団体、または当該法人・

団体に所属する個人及びグループ
②原則として１年以上継続して組織があり、かつ、代

表者を含め３人以上の役員がいる法人・団体、また
は、当該法人・団体に１年以上所属している個人及
びグループ

③事業計画、予算書及び決算書を有し、提出すること
ができる法人・団体、または個人及びグループ

３．公募概要
　地域における学術・文化の振興に係る事業
◎公開講座開催事業
◎地域の振興に係る研究
◎その他、地域における学術・文化の振興事業（共同

研究、学会等開催事業など）
地域における教育・研究活動（学術図書、学術定期
刊行物など）

問公益財団法人青森学術文化振興財団事務局
〒０３０－０８２２青森市中央一丁目２２－５青森市役所企画
調整課内　☎・FAX ０１７－７２３－３５９３
ホームページアドレスhttp://www16.ocn.ne.jp/~aogaku/

■  障害者就職面接会のご案内
　ハローワーク八戸では、障害をお持ちの方を対象と
した面接会を開催します。参加を希望される方は、ハ
ローワークでの障害者求職登録が必要となりますので
ご相談ください。また、障害者の雇用を検討されてい
る事業所の方も、ぜひお問い合わせください。
▼日時　10月24日（木）午後１時～午後３時30分
▼場所　八戸プラザホテルアーバンホール

問ハローワーク八戸専門援助部門
　☎０１７８－２２－８６０９

■  平成26年度田子町奨学資金貸与生募集の
　お知らせ
　町では、高校・大学等へ進学（在学）する生徒で、経
済的理由により修学困難な方に奨学資金を貸与します。
▼貸付人数　概ね13名程度
▼貸付額
　大学等　月額３万円（入学一時金の場合あり）
　高校　　月額１万円（田子高校は1.5万円）
▼申込書類　貸付申請書、家庭状況調書、学校長の推
　薦書、所得証明書
▼申込期限　10月31日（木）
▼その他
◎進学先によっては成績証明書の添付が

必要となります。
◎貸付審査会の意見をもとに教育委員会

で貸付を決定します。
◎申込みにあたっては対象要件がありますので、詳し

くは担当までお問い合わせ願います。

問教育委員会教育課学務グループ ☎２０−７０７２
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　お知らせ

■  第６回ふるさとあおもり景観賞応募受付中
　あなた自慢のふるさとの風景をお送りください。
▼募集期間　平成26年３月31日まで
　詳しくは、「第６回ふるさとあ
おもり景観賞募集要領」をご覧
になるか、インターネットで「ふ
るさとあおもり景観賞」と検索
してください。
▼応募先　青森県県土整備部都市計画課
◎募集要領は、田子町役場建設課建設グループに置い
てあります。

■  納税証明書交付申請時の本人確認にご協力
　ください
　納税証明書の交付申請をするときは、次のとおり本
人確認をさせていただいております。
１．納税義務者本人（法人の場合は代表者）が交付申

請の手続きを行う場合
　運転免許証、パスポート、健康保険の被保険者証

（保険証）など、本人であることを照明する書類の提
示をお願いしています。
２．納税義務者本人以外の方が交付申請の手続きを行

う場合
　納税義務者本人（法人の場合は代表者）からの委任
状と印鑑登録証明書のほか、交付申請の手続きを行う
方について、本人であることを照明する書類の提示を
お願いしています。
　委任状には、納税義務者本人（法人の場合は代表者）
の記名押印（印鑑登録された印の押印）をお願いしま
す。
　なお、継続検査（車検）用の自動車税納税証明書の
交付申請については、印鑑登録証明書は不要です。

問三八地域県民局県税部納税管理課
　☎０１７８－２７－５１１１　内線２１１・３２７・３５７

■  青森県司法書士会総合相談センターからの
　お知らせ
●県内各地の登録司法書士事務所での相談（予約制）
▽相談の予約受付　☎０１２０−９４０−２３０
　平日午前10時～午後４時
▽開催日　常時（相談担当司法書士とスケジュールを

調整していただきます）
▽場　所
　相談センターに登録している司法書士の事務所
▽相談料　初回無料（原則50分前後）

●定例相談（予約制）
▽相談の予約受付　☎０１２０−９４０−２３０
　平日午前10時～午後４時
▽開催日　毎月第１・３金曜日　午後３時～午後６時
▽場　所
　青森市長島三丁目５－１６　青森県司法書士会館
▽相談料　初回無料（原則50分前後）

問青森県司法書士会　☎０１７－７７６－８３９８
　〒０３０－０８６１青森市長島三丁目５－１６

■  自動車事故被害者の救済制度のお知らせ
　自動車事故で重度の後遺症が残った方や、亡くなら
れた方のご家族を救済するため、次の制度があります。
●交通遺児等育成資金貸付制度（無利子貸付）
◇貸付金額　一時金　155,000円　月々　20,000円
◇貸付要件
　市町村民税が非課税かまたは均等割のみ課税等
◇対象者　　０歳から中学３年生までのお子様
◇返還方法　割賦による20年以内の均等払い
　※ 高校や大学へ進学する場合は返還の猶予あり

●介護料支給制度
◇受給資格　自動車事故により、重度の後遺障害が残

ったため常時または随時の介護を必要とする方
◇支給額　　月額　29,290円～136,880円
　（障害の程度、介護に要する費用に応じて支給）

問自動車事故対策機構青森支所
　〒０３０－０８４３青森市浜田字豊田１３９－２１
　☎０１７－７３９－０５５１

■  河川防災情報を提供しています
　ご家庭のテレビで、河川の水位と雨量が確認できます。
　「地上デジタル放送」の「データ放送」で、河川防
災情報（水位や雨量）をわかりやすく、リアルタイム
にご家庭のテレビで確認できるようになりました。
●操作方法は至って簡単
　ＮＨＫ総合にチャンネルを合わせ、テレビのリモコ
ンの「ｄボタン」を押して、TOP メニューの「防災・
安心情報」を選び、決定ボタンを押して「河川水位・
雨量」を選択します。

問県土整備部河川砂防課企画・防災グループ
　☎０１７−７３４−９６６２
　三八地域県民局地域整備部河川砂防施設課
　☎０１７８−２７−５１５４・５４９１

●広報たっこでは、皆様からの情報提供をお待ちし
ています。紙面に掲載可能な行事などありましたら、
下記までご連絡ください。

　役場政策推進課 ☎２０－７１２７
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公民館情報
■行事等に関するお問い合わせは、田子町教育委員会スポーツ・社会教育グループ（☎２０－７０７０）
　または上郷公民館（☎３３−１８１１）までお願いします。

第47回田子町文化祭開催
　11月２日（土）から11月４日（月）まで、田子町
文化祭を開催いたします。会場は中央公民館、農業
者トレーニングセンター、民俗資料館です。
 展示の部
★公民館ロビー　消防防災展（消防団９分団）
★トレーニングセンター（アリーナ）
俳句展・川柳展・短歌展・
書道展・編み物展・写真
展・公民館講座コーナー・
町内児童生徒美術展（田
子町教育振興会）・田子
高校総合学習展示・町立
田子幼稚園展・すくすく
倶楽部展・高齢者作品展・
納税組合展・土地改良区展・華道展・みろく苑・みろ
くの郷入所者展・個人作品展
★民俗資料館　文化財展

 行事の部

★文化祭前夜祭（公民館テラス）
　神楽講座発表会　11月１日（金）午後５時30分～
★町民将棋大会（民俗資料館）
　11月３日（日）午前10時～
 出店の部

★子ども会縁日（公民館テラス）
★田子町連合婦人会食堂（公民館テラス）
★田子町連合婦人会バザー（公民館テラス）
★関所の茶屋かあちゃんの会（公民館テラス）
　11月２日（土）３日（日）
 体験の部

★ニュースポーツ体験・昔遊び・田子の昔話・小物
作り・救急法・防災体験・健康体操
※以上内容については変更もあります。詳細につい
ては、ポスター等をご覧ください。
※ 文化祭に出展する作品を募集しております。
　ぜひ、この機会にあなたの丹誠こめた作品を展示、
紹介してみませんか。

第21回県民駅伝　総合の部23位と健闘
　「健脚でつなげ郷土の和と心」を大会スローガンに
第21回青森県民駅伝競走大会が９月１日、青森市で
開催されました。
　県内40市町村から、中学生から50代までの選手
が、故郷の誇りをタスキに託し、正午に県観光物産
館アスパム前をスタート、８区間計33.8km を健脚
でつなぎました。
　田子町チームは、出場選手の平均年齢17歳と過去、

最も若いチームとな
り、初出場選手が４名
いる中で、総合順位は
23位と順位を１つ（昨
年は記念大会）上げる
ことができました。町
の部では13位と同じ
ですが、田子町選手団

は、自分の力を発揮し、最後まであきらめず粘り強
い走りをして、来年につなげるレースができました。
　応援ありがとうございました。
　結果は次の通りです。
☆総合タイム
　１時間58分44秒
☆総合の部　23位
☆町の部　13位
☆区間タイム（町の部区間順位）
第１区（4.6㎞）16分12秒（区間20位）山本晃輝
第２区（3.8㎞）13分06秒（区間７位） 久保裕輝
第３区（4.6㎞）17分06秒（区間17位）田中　駿
第４区（6.1㎞）19分09秒（区間５位） 森崎進也
第５区（2.5㎞）９分14秒 （区間11位）加藤悠未
第６区（5.2㎞）18分07秒（区間11位）村木翔也
第７区（3.2㎞）12分54秒（区間16位）幅野陽香
第８区（3.8㎞）12分56秒（区間７位） 遠澤貴生

昨年の展示の様子

ア
ン
カ
ー
遠
澤
選
手
の

ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト

第１区山本選手と第２区久保選手の
タスキリレー

●生花講座
▽とき　10月18日（金）午後６時
30分～午後９時▽ところ　中央公民
館研修室▽参加費　１回1,000円程
度▽持ち物　花はさみ、カッター等
●フラワーアレンジメント
▽とき　10月22日（火）午後７時
～午後９時▽ところ　上郷公民館研
修室▽持ち物　花ばさみ、ゴム手袋、
移植ベラ、カッター等▽申込先　上
郷公民館へ電話で申し込みください。

●水曜わんぱくじゅく
▽とき　10月16日（水）午後３時
～午後５時▽ところ　上郷公民館研
修室
●花の寄せ植え講座
▽とき　10月20日（日）午前10時
～正午予定▽ところ　中央公民館駐
車場▽参加費　1,500円（材料代込）
▽講師　簗田孝芳氏▽持ち物　移植
ベラ、手ぶくろ▽参加人数　20名程
度 ※ 詳細は後日お知らせします。

●ヨガ健康講座
▽とき　10月10日（木）、24日（木）
午後７時～午後９時▽ところ　中央
公民館和室▽受講料　無料▽持ち物
ヨガマットまたは大判バスタオル、
フェイスタオル
●神楽講座
▽とき　10月11日（金）、25日（金）
午後７時～午後９時▽ところ　中央
公民館ホール・和室▽対象　小・中
学生及び高校生

みんなでチャレンジ　公民館講座のお知らせ
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●暮らし・料理
▽身軽に暮らす／石川理恵／590

イ
▽暮らしを整える／部屋と頭と心

のお片づけ／597ク
▽一汁二菜の献立／飛田和緒／

596ヒ
▽我が家の「ほんだし」活用術／

味の素株式会社料理・監修／
596ワ

●映画
▽相米慎二／778ソ
●歴史・時代小説
▽八重の桜３／五十嵐佳子／913イ
▽きっと忘れない／すこくろ幽斎

診療記４／今井絵美子／913イ
▽胸の振子／妻は、くノ一８／風

野真知雄／913カ
▽国境の南／妻は、くノ一９／風

野真知雄／913カ
▽祭りの日／慶次郎縁側日記14 ／

北原亜以子／913キ
▽かげゑ歌麿／高橋克彦／913タ
▽悪道／御三家の刺客／森村誠一

／913モ
●ミステリー・警察小説
▽心霊探偵八雲／いつわりの樹／

神永学／913カ
▽ファントム・ペイン／天命探偵

真田省吾３／神永学／913カ
▽フラッシュ・ポイント／天命探

偵真田省吾４／神永学／913カ
▽十津川警部日本縦断長篇ベスト

選集27 ／西村京太郎／913ニ
●そのほかの小説など
▽死神の浮力／伊坂幸太郎／913イ
▽オレたちバブル入行組／池井戸

潤／913イ
▽オレたち花のバブル組／池井戸

潤／913イ
▽Ａｒｋｎｏａｈ１／僕のつくった怪物

／乙一／913オ
▽王様ゲーム／再生9.19 ／金沢伸

明／913カ
▽たったひとつの花だから／新堂

冬樹／913シ
▽ファミレス／重松清／913シ
▽わたしをみつけて／中脇初枝／

913ナ
●エッセイ、コミックエッセイなど
▽晴れたり曇ったり／川上弘美／

914カ
▽新・家族がいてもいなくても／

久田恵／914ヒ
▽日本人の知らない日本語４／蛇

蔵／810ヘ
▽ペコロスの母に会いに行く／岡

野雄一／916オ

「秋の美味しいもの」秋の味覚と料理本特集

●「秋の美味しいもの」特集
　実りの秋、食欲の
秋。新米、きのこ、
果物、根菜、脂がの
った魚など、自然の
恵みにあふれる秋が
やってきました。図
書館ではそんな「秋
の美味しいもの」に
関する本、料理本を
集めて展示・貸出し
ます。どうぞご家族
みなさんでご利用く
ださい。
○きのこクッキング
○青森県のきのこ
○粗食のすすめ秋のレシピ
○もっとからだにおいしい野菜の便

利帳

○からだぽかぽかしょうがレシピ
○有元葉子うちのおつけもの
○自然暮らしのレシピ
○果実酒＆ジャムの本

●古雑誌・古本お持ち帰りコーナー
▼期間　10月26日（土）から
※ 本がなくなり次第終了します。
▼対象
　図書館の貸出券をお持ちの中学生

以上の方。貸出券がない方は図書館
カウンターでお作りください。
▼内容
　「きょうの健康」「きょうの料理」

「ＥＳＳＥ」「家庭画報」
「趣味の園芸」「天然生
活」など、図書館で購
入し１年が経過した古
雑誌は３冊まで、古本
は何冊でも差し上げま
す。カウンターにいる
職員にお持ちになる冊
数を教えてください。

図書館情報

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・
第
４
木

曜
日
（
館
内
整
理
日
）

田
子
町
立
図
書
館 

☎
20
‐
７
２
２
１

10
月
の
図
書
館
行
事

▼
10
／
12
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

お
り
が
み
で
「
ふ
き
こ
ま
」
を
作
ろ
う

▼
10
／
26
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん
ク
ラ
ブ

「
秋
」
の
お
り
が
み
作
り

▼
10
／
26
（
土
）
〜

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー
ナ
ー

▼
10
／
27
（
日
）
〜
11
／
９
（
土
）

読
書
週
間

▼色の濃い日が休館日です。

人気のコーナーです
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●10月2日（水）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30受付
●10月3日（木）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30受付
●10月4日（金）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30受付
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月6日（日）
　複合健診（せせらぎの郷）午前6:30〜8:30受付
●10月7日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月8日（火）
　幼児健康づくり教室
　（田子幼稚園）午後1:00〜2:00
●10月9日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
　赤ちゃんふれあい体験学習
　（せせらぎの郷）午前10:00〜11:00
●10月10日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●10月11日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30

●10月16日（水）
　こども健診
　（せせらぎの郷）午前9:30〜11:30
●10月18日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月21日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月23日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●10月24日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30〜午後1:00
●10月25日（金）
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00〜午後2:00
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30〜3:30
●10月28日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00〜午後2:00
●10月30日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前10:00〜10:30
●10月31日（木）
　複合健診
　（相米保健福祉館）午前6:30〜8:30 受付

10月の主な保健・介護予防事業予定表

誕生

●髙沢優
ゆづき

月（孝弘・愛理）／飯豊
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●堀川喜久彦（関下）
　小笠原祐美（二戸市）

お悔やみ
●沢口タケ（91歳）遠瀬
●戸花　惇（76歳）上風張
●日津えい子（93歳）袖平
●中﨑定次郎（82歳）野々上
●栗田ユキ（95歳）矢田郎
●中村　勇（69歳）サンモール
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
25
年
８
月
31
日
現
在

世帯数／2239（−３）
人口／6353（−10）
男／3039（−６）
女／3314（−４）

（　）内は前月比です

情報スクランブル　

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

秋
の
火
災
予
防
運
動
が
10
月
11

日
か
ら
10
月
27
日
ま
で
の
１
週

間
、『
消
す
ま
で
は　

心
の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま
』
を
統
一
標
語
に

県
下
一
斉
に
実
施
さ
れ
ま
す
。

火
災
の
多
く
は
ち
ょ
っ
と
し
た

不
注
意
か
ら
発
生
し
て
い
ま
す
。

田
子
町
か
ら
火
災
を
な
く
す
た

め
、
次
の
こ
と
に
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

●
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト

〈
３
つ
の
習
慣
〉

○
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す
。

〈
４
つ
の
対
策
〉

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
キ
ノ
コ
採
り
の

　

遭
難
を
な
く
そ
う

　

キ
ノ
コ
採
り
の
シ
ー
ズ
ン
に

な
り
ま
し
た
。
注
意
を
守
り
遭

難
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
山
に
入
る
と
き
の
注
意

○
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で
出

か
け
る

○
家
族
や
周
り
の
人
に
行
き
先

や
帰
宅
時
間
を
知
ら
せ
る
。

○
水
や
食
料
、
ラ
イ
タ
ー
、
雨

具
、
コ
ン
パ
ス
、
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
く
。

○
急
斜
面
や
崖
な
ど
、
危
険
な

場
所
は
避
け
る
。

○
早
め
の
下
山
を
心
掛
け
る
。

▼
万
が
一
、
迷
っ
た
ら

○
日
没
後
は
歩
き
回
ら
ず
救
助

を
待
つ
。

○
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
の
音
が
聞
こ

え
た
ら
、
見
通
し
の
良
い
場
所

で
タ
オ
ル
な
ど
を
振
っ
て
合
図

す
る
。

▼
熊
に
も
注
意
す
る

○
熊
の
出
没
情
報
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
音
を
出
し
な
が
ら

歩
き
ま
し
ょ
う
。

○
遠
く
に
熊
を
見
つ
け
た
ら
、

静
か
に
そ
の
場
を
立
ち
去
り
ま

し
ょ
う
。

○
熊
と
遭
遇
し
た
ら
、
走
っ
て

逃
げ
た
り
、
大
声
、
石
投
げ
な

ど
は
危
険
で
す
。

○
小
熊
を
見
つ
け
た
ら
近
づ
か

な
い
。

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

TCV（田子町ケーブルテレビジョン）からのお知らせ　　

◎サポートセンター（月曜〜金曜　午前９時〜午後５時）
　☎０１２０−５５７−７５９（祝日を除く）
　加入の申込・変更・廃止、ケーブルの移設などの際にご連絡ください。
◎故障受付（24時間）　☎０１２０−２６２−７５０
　テレビが映らない、などの故障時にご連絡ください。
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①
夏
休
み
の
思
い
出

　

７
月
20
日
か
ら
始
ま
っ
た
32

日
間
の
夏
休
み
で
し
た
が
、
生

徒
た
ち
は
学
習
会
や

部
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
に
参
加

す
る
た
め
、
ほ
ぼ
毎

日
の
よ
う
に
登
校
し

ま
し
た
。
特
に
進
学

を
控
え
た
３
年
生

は
、
午
前
中
３
時
間

の
学
習
会
に
真
剣
に

取
り
組
み
、
田
子
高

校
生
が
１
日
で
し
た

が
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
支
援
し
て

く
れ
ま
し
た
。
２
年

生
は
８
月
３
日
、
４

日
の
２
日
間
、
間
木

ノ
平
グ
リ
ー
ン
パ
ー

ク
に
て
親
子
キ
ャ
ン

プ
を
行
い
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
の
保
護
者

の
協
力
を
得
て
、
楽

し
い
夏
の
思
い
出
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
部
活
動
の
活

躍
と
し
て
は
、
３
年

生
の
山
市
大
悟
君
が
全
国
都
道

府
県
中
学
生
相
撲
選
手
権
大
会

個
人
軽
量
級
の
部
で
見
事
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に

夏
休
み
で
な
け
れ
ば
味
わ
う
こ

と
の
で
き
な
い
様
々
な
体
験
を

通
し
、
生
徒
た
ち
は
ま
た
一
歩

大
人
へ
と
成
長
し

た
よ
う
で
す
。

②
地
域
の
方
々
と

膝
を
交
え
て
〜
Ｐ

Ｔ
Ａ
地
区
懇
談
会
〜

　

学
校
、
家
庭
、

地
域
の
連
携
強
化

を
図
る
目
的
で
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
主
催
に
よ

り
各
地
区
ご
と
に

懇
談
会
を
実
施
し

ま
し
た
。
学
校
の

様
子
を
伝
え
る
と

と
も
に
、
地
域
の

方
々
か
ら
ざ
っ
く

ば
ら
ん
に
様
々
な

意
見
や
要
望
を
伺

う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
地
域
の

方
々
の
手
作
り
料

理
を
肴
に
膝
を
交

え
て
語
り
あ
え
ば
、

時
間
は
あ
っ
と
い

う
間
に
過
ぎ
て
し

ま
い
ま
す
。
親
睦

を
深
め
連
携
強
化
を
図
る
と
い

う
目
的
は
十
分
果
た
す
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　
（
原
稿
・
画
像
提
供　

田
子
中
学
校
）

編
集
後
記

　

８
月
に
は
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
・

み
ん
な
の
体
操
会
」
が
あ
り
ま
し
た
。

町
内
在
住
の
方
に
加
え
、
お
盆
で
帰
省

し
て
い
た
方
や
町
外
か
ら
参
加
し
た
方

な
ど
、
予
想
を
上
回
る
多
く
の
方
々
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
の
際
に
、
体
操

指
導
の
方
が
「
ラ
ジ
オ
体
操
は
体
の
柔

軟
性
を
取
り
戻
せ
る
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。
柔
軟
性
が
高
く
な
る
と
、
血
行

が
良
く
な
り
、
け
が
を
し
に
く
く
、
疲
れ

が
取
れ
や
す
い
と
い
っ
た
効
果
が
あ
る

よ
う
で
す
。
ま
た
、
心
身
の
老
化
防
止

に
も
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

私
が
知
っ
て
い
る
方
に
、
66
歳
で
大

学
に
入
学
し
武
道
を
始
め
た
方
や
、
60

歳
か
ら
サ
ー
フ
ィ
ン
を
始
め
た
方
が
い

ま
す
が
、
体
が
と
て
も
柔
ら
か
い
人
た

ち
で
し
た
。

　

数
年
前
ま
で
は
準
備
運
動
と
考
え
て

い
た
ラ
ジ
オ
体
操
で
す
が
、
体
を
伸
ば

す
こ
と
を
意
識
し
て
行
う
こ
と
で
、
効

率
の
良
い
柔
軟
体
操
な
の
だ
と
効
果
を

実
感
し
て
い
ま
す
。
体
の
柔
軟
性
を
取

り
戻
し
、
い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。　
（
広
報
担
当　

清
水
）

学
校
の
話
題　

 

田
子
中
学
校

　情報スクランブル

学習ボランティアの支援を受ける元横綱北勝海から表彰される山市君上郷地区懇談会での一コマ

見
渡
せ
ば
稲
穂
か
た
む
き
安
堵
す
る
寒
暖
の
攻せ

め撃
に

よ
く
勝
ち
ま
し
た 

貝
守
多
恵

山
の
端
に
陽
の
落
ち
る
如
歌と

も友
の
亡

こ息
子
は
想
ひ
を
胸

に
急
ぎ
旅
立
ち
ぬ 

貝
守
多
恵

蝉
時
雨
止
め
る
夕
ま
ぐ
れ
蒸
し
暑
く
団
扇
の
微
風
ふ
と

こ
ろ
に
や
さ
し 

新
井
田
き
ぬ

嫡
男
に
先
立
た
れ
し
歌と

も友
の
こ
こ
ろ
か
も
日
に
幾
度
も

雨
の
そ
ぼ
降
る 

新
井
田
き
ぬ

ま
だ
そ
こ
に
居
る
と
思
ひ
て
振
り
向
け
ば
供
花
に
埋

も
れ
た
亡

こ息
子
の
遺
影
の
み 

柳
田
麗
子

空
っ
ぽ
の
吾
が
胸
の
内
見
上
げ
れ
ば
亡む

す

こ

息
子
と
思
ふ
星

が
瞬
く 

柳
田
麗
子

タプコピアン文芸
タプコプ短歌会（代表　柳田麗子）

短
歌
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今年のちびっこ広場ではみんなとたくさん遊
べて楽しかったな♪　来年はもっとたくさん
の人たちと遊べるといいな！（文  たっこ王子）

●名前：上沢 輝洸 21歳
　　　　（かみさわ　きこう）

●出身地：田子町

●お住まい：  干草場

●お勤め先：

　富士産業株式会社青森工場

町のみなさんこんにちは

◎趣味・特技は？
趣味は釣りで、２～３日に１
回は行きます。特技はスキー
と野球です。スキーは小さい
頃から滑っていて１級を持っ
ています。野球は小学校３年
生から始め、高校生の時には
甲子園に出場しました。現在
は町のナイター野球チーム

「たぷこぷ」でショートを守
っています。

◎田子町で暮らして感じる良
いところは？
　川がきれいで、どこでも魚

が釣れるところです。

◎将来の夢や目標は？
　30歳までに結婚して、家を

建てたいです。

◎町への要望
　若い人たちが楽しめる飲食

店がほしいです。

◎ひと言
　たぷこぷチームのナイター野

球優勝を目指して頑張ります
ので、応援よろしくお願いし
ます。また、若いチームメイ
トを募集しています。一緒に
楽しく野球をしましょう。

ち
び
っ
こ
広
場

楽
し
か
っ
た
ね
♪

はじめてのハッピーバースデイ
平成24年９月に生まれた満１歳のお友だちです。

●中山稟
り ん な

菜ちゃん
Ｈ24.9.4

（七日市・女の子）
４番目、長女のりんな
ちゃん。お兄ちゃん
たちに負けじと、優し
くかわいらしく育って
ね。

●立花百
ゆ り あ

合愛ちゃん
Ｈ24.9.30

（下本町・女の子）
いつも笑顔で元気いっ
ぱいのゆりあちゃん。
たくさん食べていっぱ
い遊んで素敵な女の子
になってね。

　９月７日、上相米で
「映画監督　相米慎二を
しのぶ会」が行われ、
相米監督の実兄・相米
琢磨さんをはじめ約60
名が参加し、慰霊碑に
献花をしました。
　これは、役場職員の
有志による「たっこ元
気プロジェクト」（梅内
義幸代表）の主催によ
るもので、相米監督を
しのび、生前の功績をたたえ、語り継いでいくことを目的として、
十三回忌に合わせて開催されました。
　生前、相米監督とともに制作に携わった、映画プロデューサー
の田辺順子さんは、「映画作りに妥協せず、スタッフを楽しませて
くれる人でした」と述べ、音楽プロデューサーの佐々木次彦さん
は「自分の事よりも映画を見てくれと言う人でした。監督の映画
を見て想像し、どんどん語り継いでください」と、思い出を語り
ました。
　今後は、「しのぶ会」終了後に参加者らで設立された「相米慎二
を語り継ぐ会」を主体に、様々な活動を行っていく予定です。

　この夏も、石亀地区の若宮八幡宮
から上郷までの農道に、約1000本
ものひまわりが植えられました。
　これは「ひまわりロード」と呼ば
れ、石亀集落協定（簗田重蔵代表）
が農林水産省の補助事業「中山間地
域等直接支払事業」の交付金を利用
し、草刈りや花植え、側溝掃除とい
った地域保全活動の一環として毎年
取り組んでいます。
　風で倒れないようにと選ばれた背
の低い品種である「テディベア」が、
７月から９月上旬まで石亀地区の風
景に彩りを添えています。
　なお、ひまわりロードは来年も実
施する予定とのことです。

多くのファンが参列し献花農道を彩る小さなひまわり

慰霊碑に献花する参加者


